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『地域と大学―城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要』投稿規定

１．目的
『地域と大学―城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要（Journal of Josai Community Liai-
son Center）』（以下「紀要」）は、城西大学・城西短期大学地域連携センター（以下「地域連携セン
ター」）ないしは本学の地域活動・地域研究により蓄積された成果を掲載し刊行することにより、地
域連携および地域を舞台とした教育・地域を対象とした研究を促進することを目的とする。

２．発行
（１）紀要は年１回発行する。
（２）紀要の編集は、地域連携センター内に設置する紀要編集委員会（以下「編集委員会」）が取り

扱う。
（３）編集委員会は、編集長１名と編集委員１名以上、および担当事務員１名以上から構成され

る。
（４）編集長および発行責任者は、地域連携センター所長または副所長とする。
（５）編集委員は、地域連携センター運営委員の中から選任する。

３．投稿・掲載区分
（１）紀要に投稿・掲載する原稿は、ひろく地域に関するテーマで執筆された未刊行のものであり、

以下の①～⑤の区分のものとする。
①論文
②地域調査報告
③地域教育実践報告
④地域活動ノート（１件につきA４サイズ横書き日本語で２頁以内）
⑤その他（地域連携報告、地域情報、地域資料、講演録、書評など）

（２）執筆者は、投稿時に希望の区分を提示する。
（３）使用言語は、区分④以外は特に定めない。
（４）字数または枚数制限および横書き・縦書きは、区分④以外は特に定めない。

４．執筆資格
（１）城西大学・城西短期大学の教職員・事務職員：専任・非常勤を問わず、上記区分の全てを執

筆・投稿することができる。
（２）城西大学・城西短期大学名誉教授および定年退職者：上記区分の全てを執筆・投稿すること

ができる。
（３）城西大学・城西大学大学院・城西短期大学の在学生：上記区分④を執筆・投稿することがで

きる。なお、城西大学大学院博士後期課程在学者は、上記区分③以外の全てを執筆・投稿す
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ることができる。
※その他、卒業生や学外者等であっても、上記の資格者との共著であれば当該区分を執筆・投稿する
ことができる。また、編集委員会が特に認めた者は、単著で執筆・投稿することができる。

５．執筆要領
（１）使用言語および分量は、投稿区分④以外は特に定めない。
（２）文章は原則として黒字だが、特に必要な場合は図・表・写真などにカラーを使うこともでき

る。
（３）申込後、掲載可となった場合は、別に定める区分ごとの「執筆要領・フォーマット」に基づ

いて掲載用原稿を執筆する。

６．執筆・掲載の採否
執筆および掲載の採否については、編集委員会が決定する。

７．発行形態および公開
（１）紀要は、電子ファイル（オンライン版）および冊子にて発行する。
（２）電子ファイルは、地域連携センターホームページおよび城西大学機関リポジトリ（JURA）

からインターネット上に公開する。

８．著作権
（１）掲載された著作物の著作権は、著作者が保持する。
（２）掲載された著作物の著作者は、当該著作物に関する複製および公衆送信を編集委員会に対し

て許諾したものとみなす。編集委員会が複製および公衆送信を第３者に委託した場合も同様
とする。

９．投稿料・原稿料等
（１）投稿者から投稿料は徴収しない。
（２）執筆者に対して、原稿料は支払わない。
（３）執筆者には冊子を１部進呈する。なお、追加の冊子および抜き刷りは、希望者に実費で提供

する。

２０２２年６月２３日改訂
城西大学・城西短期大学地域連携センター 紀要編集委員会
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編 集 後 記

『地域と大学―城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要―』は、本学の地域活動・教育
研究により蓄積された成果を広く発信し、地域連携および地域を舞台とした教育や地域を対象とした
研究を促進することを刊行の目的としています。
かつて本学経済学部教授であった田村正夫先生（理学博士）は、その著『商業地域の形成－首都通

勤圏北西境－』（博文社、１９７６年）において、坂戸市・毛呂山町・越生町・飯能市の商業を詳細に調
査され、その地域形成を地理学的に分析なされました。また、田村先生の授業でも、大学周辺地域を
題材に、地域の形成が講義されていました。
このように、本学では開学してからかなり早い時期より大学周辺地域を対象とした研究・教育がな
されてきており、その伝統は今後もさらに発展的に継承していきたいと思います。こうした意味で、
地域連携センターはその支援機関として重要な役割を担っていく必要があり、本紀要もまた本学の地
域活動・研究の発展に寄与していく重要な責務を負っていると考えます。
さて、紀要第３号は、論文をはじめ、地域教育実践報告、地域連携活動報告、地域調査報告、講
演録、地域情報、地域活動ノートのカテゴリーにわたって全１８編もの原稿を収録することができま
した。これは、本学の地域研究・地域活動がますます活発化してきていることを表していると思われ
ます。特に、今号の執筆者は、全ての学部・短期大学の教員・学生、そして事務職員および退職者か
らなっており、多様性をもった研究・教育が行われていることもうかがわれます。収録された原稿か
らは、コロナ禍が続く中でも、さまざまな創意工夫をもって地域を対象とした研究・教育・活動が行
われていることを知ることができ、地域活性化を研究・教育する教員の１人としてとても刺激にな
ります。
なお、地域研究・地域学は、多様かつ学際的アプローチで分析されることが多く、その学術論文の
審査体制を構築・継続することが困難であったため、地域連携センター運営委員会および紀要編集委
員会での議論を経て、今号からは査読論文の募集は停止させていただくことになりました。しかしな
がら、このことにより、本紀要の学術性が低下したというわけではありません。むしろ、本紀要がよ
り自由かつ大胆でオリジナリティあふれる研究の発表の場になって欲しいと期待しております。

２０２３年３月 編集長 庭田文近

城西大学・城西短期大学地域連携センター紀要第３号編集委員会
編集長 庭田文近（地域連携センター副所長・現代政策学部教授）

高尾浩一（地域連携センター所長・薬学部教授）
奈良博恵（地域連携センター事務長）
渡辺沙織・植木さやか（地域連携センター事務員）
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